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抄 録
本研究では，中国人留学生のレジリエンスを測定するために，精神的回復力尺度中国語版を作成す
ることを目的とした。中国人留学生 251 名（男性 111 名，女性 140 名，平均年齢 22.5± 2.5歳）を対
象に質問紙調査を実施した。因子分析の結果，「肯定的な未来志向」「新奇性追求」「感情調整」の 3因
子 15項目が抽出された。因子ごとに Cronbach のα係数を求め，十分な内的整合性が得られたこと
から，中国語版の信頼性が確認できた。また，精神的回復力得点と精神健康調査票（General Health
Questonnaire）-28（GHQ-28）得点との間に負の相関が認められたことにより，中国語版の妥当性が確
認できた。これらの結果より，中国人留学生のための信頼性と妥当性を備えたレジリエンスを評価す
る精神的回復力尺度中国語版が作成されたと考える。
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問 題 と 目 的
我が国の留学生の約 6割を占めるのは中国人留学生
である（独立行政法人日本学生支援機構，2010）。中国
人留学生は日本語能力の不足，進学，論文の作成や研
究，対人関係，経済的な問題，将来への不安など様々
な問題を抱えており（陳・高田谷，2008），英語圏から
の留学生と比較して，精神健康度が低い傾向にあると
報告されている（朝野・北田・野原，1998；Ozeki,
Knowles, Ushijima & Asada，2006）。また，精神的な
健康面について情緒的サポートを求めたがらず，自力
で対処しようとする傾向がある（周，1993；水野，2003）。
中国人留学生がストレスとうまく付き合って行くた
めには，健康な心的機能の維持や増進というポジティ
ブな側面に注目することが重要である（Seligman &
Csikszentmihalyi，2000；堀毛，2010）。人間には過酷
な環境や状況の中でも，それに負けず前向きに進んで
いく力が存在する（谷口・宗像，2010）。ストレスフル
な留学生活に適応するためには，たとえ否定的な出来
事があったとしても，そこから立ち直る力が求められ
る。精神的な回復力を高めることが，中国人留学生の
精神的健康を維持・増進するために重要であると考え
る。
ネガティブな出来事から生じるストレスのインパク
トを緩和する要因の一つとしてレジリエンス
（resilience）がある（Masten, Best,& Gramezy，1990；
Shahar & Priel，2002）。レジリエンスとは，避けるこ
とのできない逆境に立ち向かい，乗り越え，そこから
学び，それを変化させる能力とされている（Grotberg，
1999）。Grotberg は，レジリエンスを，困難な出来事
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を克服し，その経験を自己の成長の糧として受け入れ
る状態に導く特性であり，誰もが備えている個人の潜
在的な回復性と捉えている。レジリエンスは周囲から
の働きかけや適切な支援によって変化し，どの世代の
人でも伸ばすことが出来るとしている。また，レジリ
エンスはストレッサーを自覚して，その苦痛から立ち
直る強さを表す（石毛・無藤，2006）。したがって，ス
トレスフルな状況において，レジリエンスを有するこ
とが，中国人留学生の精神的健康によい影響をもたら
すと考える。
レジリエンスの概念について，佐藤・祐宗（2009）
が先行研究にみられる因子の中から，9つの因子を導
き出している。1）開拓へのチャレンジ精神，2）楽観
性，3）感情のコントロール，4）ストレス耐性，5）ソー
シャルサポート，6）社会的スキル，7）社会的モデル，
8）自然の力（神仏など），9）子ども時代の経験，であ
る。
小塩・中谷・金子・長峰（2002）は，レジリエンス
の中核概念として精神的回復力に注目し，日本人大学
生を対象に，精神的回復力尺度を作成している。信頼
性は内的整合性で確認され，妥当性については，自尊
心と有意な正の相関を示したと報告している。さら
に，苦痛を感じるライフイベントの経験数が少ない場
合，自尊心が高い群と低い群の間の精神的回復力に違
いが少ないが，苦痛ライフイベントの経験数が多い場
合は，自尊心が高い群のほうが精神的回復力得点が高
いことを見出している。日本人の大学生を対象に信頼
性と妥当性の検証が行われており，個人の精神的な柔
軟性や弾力性といった側面を適切に反映し得る尺度で
あるといえる（小塩他，2002）。
精神的回復力とはレジリエンスの状態を示す心理的
特性であり，次の 3つの下位概念から成る。将来への
希望や目標をもつ「肯定的な未来志向」，自らの感情を
コントロールできる「感情調整」，興味や関心の多様性
を示す「新奇性追求」。これら 3つの概念は佐藤・祐宗
（2009）の「開拓へのチャレンジ精神」と「感情のコン
トロール」に含まれている。吉村（2007）は，ストレ
スから回復するには，自らの感情をコントロールでき，
将来に肯定的な見解をもっていることが重要であり，
これらは努力によって獲得可能であると述べている。
また，レジリエンスはストレス反応の抑制に寄与す
ると考えられているため（中野・野々・塩見，2009），
同じストレッサーを抱えていたとしても，レジリエン
スの高い者と低い者では，精神的健康度が異なると考
えられる。レジリエンスを測定することは，ストレス
からの回復力が脆弱で，精神的健康が悪化しやすい者
をスクリーニングできると考える。また，留学生を支
援するための介入を行う際，ストレスというネガティ
ブな側面だけでなく，レジリエンスというポジティブ
な側面からも精神的健康を把握することが可能とな
り，介入するプログラムの効果を検討する手段として
も役立つと考える。
レジリエンスを測定するための尺度として，以下の
二つの理由から，小塩他（2002）の尺度を中国人留学
生に適用するため選択した。第一に，精神的回復力尺
度は日本人の大学生を対象として作成された尺度であ
るが，中国人留学生は，本邦の大学や日本語学校に通っ
ており，年齢および学習環境が日本人の大学生に類似
している。第二に，中国人留学生の精神的健康にとっ
て重要だと思われる感情の調整（王・横山，2009）に
加えて，レジリエンスに内包される概念として，新た
な物事に関心や興味をもち，チャレンジしていこうと
する傾向，将来に希望や目標を持ち留学生活に関与し
ている状態を測定できる尺度である。
本研究においては，感情の調整，新たな物事への興
味や関心，将来への希望や目標を持っていることが中
国人留学生に必要なレジリエンスであると考え，これ
らを精神的回復力と呼ぶ。そして，中国人留学生のレ
ジリエンスを測定するために，精神的回復力尺度中国
語版を作成し，信頼性と妥当性を検討することを本研
究の目的とする。
信頼性については，因子ごとに Cronbach のα係数
を算出し，内的整合性を検討する。α係数の基準は，
測定している概念や項目数によるため明確にはされて
いないが，例えば 0.8以上であれば，内的整合性が高
いと判断される。妥当性の検証に際しては，因子分析
を行い，因子構造モデルとデータの適合性について検
討する。精神的回復力は，それ自体が精神的健康の内
容を含んでおり，ストレスフルな事態で健康的な状態
をつくり出す働きをするものと捉えられている（石毛
他，2005；吉村，2007）。そのため，精神的回復力尺度
中国語版の得点と General Health Questonnaire-28
（GHQ-28）の得点が負の相関を示すと仮定して，基準
関連妥当性を確認する（佐藤・祐宗，2009）。さらに，
GHQ-28 の得点が平均より高い者と低い者では，精神
的回復力得点に有意な差があると仮定する。
方 法
調査参加者および手続き
九州地方の 4年制大学および日本語学校に在籍する
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中国人留学生 300 名に質問紙を配布し，264 名（回収
率 88.0％）より協力を得た。回答に欠損のある 13 名
を除いた 251 名（男性 111 名，女性 140 名，平均年齢
22.5± 2.5歳）を分析対象とした。参加者には中国語
と日本語を使用した文書で研究の内容を説明し，同意
を得た。調査への協力は任意であり，実際に回答を始
めた後でも調査はいつでも中断できることを予め伝え
た。なお，本研究は久留米大学の御井学舎倫理委員会
の承認を得て行った。
測定尺度
1．レジリエンス
精神的回復力尺度は小塩他（2002）によって作成さ
れたレジリエンスの状態を示す心理的特性を測定する
尺度である。困難な状況を乗り越えるストレスからの
回復力を測定する。肯定的な未来志向（ 5項目），新奇
性追求（ 7 項目），感情調整（ 9項目）の 3因子 21項
目からなる。「はい（ 5 点）」「どちらかというとはい
( 4 点）」「どちらでもない（ 3点）」「どちらかというと
いいえ（ 2点）」「いいえ（ 1点）」の 5段階で回答を求
める。得点が高いほど精神的回復力が高いことを示
す。
2．精神的健康
肖・霜・卜・湛（1993）によって信頼性と妥当性が
確認されている GHQ-28 中国語版を使用した。GHQ
は精神的健康の全般的スクリーニングテストとして開
発され，最近の自分の状態について回答を求める
（Goldberg & Hillier，1979）。得点を GHQ法により求
めた。「身体的症状」「不安と不眠」「社会的活動障害」
「うつ傾向」の 4因子 28項目からなり，得点が高いほ
ど精神的に不健康な状態であることを示す。
尺度作成の手続き
精神的回復力尺度の 21項目を，原著者の許諾を得
たうえで中国語に翻訳した。翻訳には，逆翻訳法と並
行翻訳法を合わせて行う混合翻訳法（Usunier，1998）
を用いた。2組，計 4 名の翻訳者が並行して，それぞ
れ翻訳と逆翻訳を行い，できあがった 2つの翻訳物の
比較を通して妥当性を検証する。翻訳者は日本人の中
国語講師 2 名と中国人の講師 1 名，および心理学を専
攻する博士課程の中国人大学院生 1名である。2組の
翻訳物を，第一著者を含めて 5名で比較検討した上で
翻訳の修正を行った。作成された尺度を，精神的回復
力尺度中国語版とした。
分析方法
項目の弁別力を検討するために，反応偏向分析を行
い，回答に 60％以上の偏りがないか調べた。t検定に
より上位−下位検定を行い，各項目の上位 25％と下位
25％の得点に有意差が認められるか調べた。
最初に，原版の 3因子モデルで適合度を見た。適合
度が低い場合は，探索的因子分析で得られた因子構造
をもとに確証的因子分析を行い，モデルの適合度を検
討した。
本研究では，適合度を判断するために，モデルの分
散がデータの分散をどの程度再現できているかを示す
GFI，推定パラメータの数を考慮した AGFI，モデル
化によって適合度がどの程度改善されたかを確認する
CFI，モデルの分布と真の分布との乖離を 1自由度あ
たりの量として表現した指標 RMSEAを適合度指標
として用いた（田崎，2008；小塩，2011）。GFI，AGFI，
CFI は 0 から 1 までの範囲をとり，1.0 に近いほど
データへの適合の良いモデルと判断される。RMSEA
は 0.0 に近いほど良いモデルであることを示す（豊田，
2003）。
信頼性については，精神的回復力尺度中国語版の内
的整合性を検討するために，因子ごとに Cronbach の
α係数を算出した。妥当性に関しては，GHQ-28と精
神的回復力得点の Pearson の積率相関係数を求め，基
準関連妥当性を検討した。さらに，GHQ-28の平均値
± 1標準偏差で 2群に分類し，得点の高いほうを高群，
低いほうを低群とした。対応のない t検定により精神
的回復力得点の平均の差を検討した。統計解析には，
SPSS for Windows17.0 およびAMOS17.0 を用いた。
結 果
1．項目選択
反応偏向分析の結果，反応偏向項目として除外する
基準に該当する項目は皆無であった。上位−下位検定
では，有意な群間差が認められない項目については弁
別力がない項目として削除することにしたが，そのよ
うな除外項目もなかった。
2．モデルの因子構造の確認
小塩他（2002）と同様の 3因子で確証的因子分析を
行ったが，十分な適合度を得ることができなかった
（GFI＝0.752，AGFI＝0.692，CFI＝0.747，RMSEA＝
0.111）。そこで，改めて精神的回復力尺度中国版の因
子構造を調べた。まず因子数を決定するために主因子
法による探索的因子分析を行った。その結果，固有値
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の値が 1.0以上である主因子の数を因子数とするガッ
トマン基準からは 4因子，極端に寄与率が低下する直
前までの因子を採用するスクリー基準からは 3 因子
と，2 つの候補が得られたが，原版を参考に 3 因子を
採用した。
因子数を 3に固定し，最尤法・プロマックス回転に
よる因子分析を行いモデルの構築を行った。その際，
得られた因子負荷量のパターン行列において各項目が
0.40以上の因子負荷量を示すものを採用した。なお，
複数の因子にまたがって同様の負荷を持つ項目は除外
した。その結果，3因子 15項目が抽出された。結果を
表 1 に示す。除外した項目は，「5．動揺しても，自分
を落ち着かせることができる」「8．いつも冷静でいら
れるようこころがけている」「2．自分の感情をコント
ロールできるほうだ」「10．ねばり強い人間だと思う」
「17．慣れないことをするのは好きではない」「20．新
しいことをやり始めるのはめんどうだ」の計 6項目で
ある。
因子名は原版と同様に，将来に希望や目標をもって
いる「肯定的な未来志向」，新しいことや珍しいことに
対する興味関心の強さ「新奇性追求」，気分転換や感情
のコントロールができる「感情調整」とし，モデルが
妥当であるか，確証的因子分析を行った。GFI が
0.897，AGFI が 0.857，CFI が 0.913，RMSEA が
0.079 となった。修正指数をもとに，項目 13 と項目
18 の間に誤差の相関を仮定した場合，改善度が最も良
かった。13 と 18 は項目内容が類似しているため，誤
差の相関は妥当であると判断した（図 1 ）。その結果，
GFIが 0.920，AGFIが 0.889，CFIが 0.948，RMSEA
が 0.062 となり，概ね良い適合度を示した。
3．信頼性の検討
因子分析により得られた 3因子の内的整合性を検討
するために，Cronbach のα係数を算出した（表 1 ）。
その結果，「肯定的な未来志向」α＝ 0.88，「新奇性追
求」α＝ 0.83，「感情調整」α＝ 0.74 であった。
4．妥当性の検討
Pearson の積立相関係数を算出した結果，精神的回
復力尺度総得点と GHQ-28 総得点との間に負の相関
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図 1 精神的回復力尺度中国語版のモデル図
注) 数値は標準化偏回帰係数
x1-x21 は観測変数，e1-e21 は誤差，それ以外は潜在変数
x19，x12，x16，x14，x21 は逆転項目
(r＝− .441，p＜.01）が認められた。下位尺度ごとの
相関係数を表 2 に示す。さらに，GHQ-28 総得点の平
均± 1標準偏差で 2群に分類し，対応のない t検定を
行ったところ，有意差が認められた（t（169）＝ 2.74，
p＜.01）（図 2 ）。
考 察
本研究の目的は，中国人留学生のための精神的回復
力尺度中国語版を作成し，その信頼性と妥当性を検討
することであった。反応偏向分析と上位−下位検定で
除外に該当する項目はなかった。原版の「肯定的な未
来志向」「新奇性追及」「感情調整」の 3因子 21項目の
小塩他と同様の因子構造を仮定したが，モデルの適合
度が十分な値を示さなかった。中国語版が原版と同じ
因子構造を示さなかったことについては，日本人大学
生（小塩他，2002）と中国人留学生が異なる精神的回
復力の特徴を持つ集団であることが考えられる（田崎，
2008）。探索的因子分析を行った結果，「肯定的な未来
志向」「新奇性追及」「感情調整」という 3因子が抽出
された。その因子構造をもとに確証的因子分析を行っ
た。留学生を対象としたとき，6 つの項目が下位尺度
を十分に説明できないため，因子負荷量が低く，削除
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表 1 精神的回復力尺度中国語版の因子分析結果
表 2 精神的回復力尺度中国語版とGHQ-28 との Pearson 相関係数
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共通性
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.266Ⅲ
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.603.084-.142その日の気分によって行動が左右されやすい16.
.699
.641
.711
.856
.336
総得点
.298
.520
.386
.055
Ⅱ
33.095因子寄与率（％）
―
ⅢⅡⅠ
.275
因子間相関
.504
累積寄与率（％）
5.11712.331
―Ⅰ
―.644
ⅢⅡⅠ
50.54345.42633.095
-.240**-.441**総得点
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Ⅲ 感情調整
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**p＜.01
した結果，概ね良い適合度を示し，3因子 15項目から
なる精神的回復力尺度中国版が作成された。
信頼性については，下位尺度ごとに Cronbach のα
係数を算出することによる内的整合性を採用した。感
情調整の 0.74 を最低値として，肯定的な未来志向
0.88，新奇性追求 0.83 と高いα値を示した。原版の
α係数は 0.77〜0.81 で，中国語版とほぼ同じ値を示
し，精神的回復力尺度中国語版の内的整合性を示して
いることから，一定の信頼性を有することが明確に
なった。
妥当性については，レジリエンスが精神的健康の内
容を含んでいることから（石毛・無藤，2005：吉村，
2007），GHQ-28との相関係数を見ることで確認した。
精神的回復力尺度総得点と下位尺度の肯定的な未来志
向は，うつ傾向，不安と不眠，社会的活動障害と中程
度の負の相関を示した。これにより，精神的回復力尺
度中国語版はポジティブな精神的健康度を示す概念で
あるといえる。さらに，GHQ-28 の得点については，
低群のほうが精神的回復力総得点が有意に高かった。
これらの結果から，信頼性と妥当性を備えた精神的回
復力尺度中国語版が作成されたと考える。
中国人留学生のレジリエンスを測定することで，ス
トレスからの回復力が脆弱で，精神的健康が悪化しや
すい者をスクリーニングできる可能性があると考え
る。また，中国人留学生に介入を行った際の効果をポ
ジティブな側面から評価可能な尺度である。
しかし，今回の中国語版作成は横断的研究法にもと
づいて内的整合性のみを見ているため，再検査信頼性
などについてもさらに検討する必要がある。また，本
研究の参加者は九州の限られた地域に在住する中国人
留学生であるため，今後は他の地域でも調査を行った
うえで，尺度の信頼性と妥当性を高める必要があると
考える。
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Development of the Chinese version of Adolescent Resilience Scale for Chinese foreign
students in Japan.
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Abstract
This study aimed to develop of the Chinese versions of Adolescent Resilience Scale (ARS) to evaluate the
resilience of Chinese foreign students. Participants were 251 Chinese foreign students (111 males, 140 females ;
mean age : 22.5± 2.5 years). The factor analysis of the Chinese versions of theARS revealed three principal factors,
Positive Future Orientation, Novelty Seeking, and Emotional Regulation, and 15 items were selected from the
original scale. Internal consistency reliabilitywas confirmed by calculating alpha coefficients. The scores of theARS
showed significant negative correlationwith the General Health Questionnaire (GHQ)-28 . These results suggest that
the Chinese versions of the ARS have sufficient reliability and validity.
Key words : Chinese versions of Adolescent Resilience Scale, resilience, Chinese foreign students
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付録 精神的回復力尺度中国語版
45认为自己的前途会很光明。
不是基本不是两者都不是基本是是
有自己将来的目标。
12345坚信自己未来会有好事发生。
12345对于自己的将来抱有希望。
123
为自己的目标而努力。
12345即使遇到困难，也认为对人生有价值。
12345
45喜欢挑战各种各样的事情。
12345喜欢新奇的事情。
12345想知道各种各样的事情。
12345对很多事物都很感兴趣。
123
2345不会很好地调节自己的情绪。
12345一旦生气，控制不住自己。
45认为自己没有常性。
12345如果有痛苦的事情难以忍受。
12345容易被当天的情绪所左右行动。
1
123
请选择一个符合你的选项，并画圈
